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危機管理部長の中村でございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 それでは、御審査をいただくにあたりまして、令和６年

度の危機管理部の決算の概要について、御説明申し上げま

す。 

 

 まず、決算の概要につきまして、一般会計の歳入額は、 

予算現額       ２８億７,３１９万８,０００円 

調定額        ２８億１,２７８万６,７２３円 

収入済額       ２８億１,２７８万６,７２３円 

となっております。なお、不納欠損額及び収入未済額はご

ざいません。 

 

一般会計の歳出額につきましては、 

予算現額       ５１億６,５３４万３,０００円 

支出済額       ４８億２,５９６万８,１０３円 

翌年度繰越額      １億９,６６６万６,０００円 

不用額         １億４,２７０万８,８９７円 

となっております。 

 不用額の主なものは、物価高騰対策として実施したＬＰ

ガス料金高騰対策支援事業に係る経費のほか、市町村にお

ける防災体制や対策の充実・強化を支援するわかやま防災

力パワーアップ補助金などの執行残でございます。 

 

続きまして、「令和６年度主要施策の成果」に基づき、
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主な事業の概要について御説明申し上げます。 

 

「令和６年度主要施策の成果」の 13 ページをお開き願いま

す。 

 危機管理消防課では、 

「消防救急デジタル無線運営事業」として、大規模災害発

生時における消防活動体制を確保するため、消防救急デジ

タル無線システムの再整備工事を令和６年度から本年度に

かけて行っています。 

この事業に係る決算額は、６億７，６４１万８千円でござ

います。 

 

次に 14 ページをお開き願います。 

「ＬＰガス料金高騰対策支援（第３期）事業」及び「ＬＰ

ガス料金高騰対策支援（第４期）事業」として、ＬＰガス

料金高騰の影響を受けた県内一般消費者等の利用料金に対

する支援を実施しました。 

これらの事業に係る決算額は、それぞれ 

１２億３，６７６万６千円と１０億２，６６８万８千円で

ございます。 

 

同じく 14 ページにおきまして、 

防災企画課では、 

「総合防災情報システム運営事業」として、災害現場等に

おける情報を迅速に伝達し、関係機関が共有するための通

信手段として整備している全県移動系防災行政無線設備に
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ついて、更新を行うとともに回線の多重化による機能強化

を図りました。 

この事業に係る決算額は、４億３，３３９万１千円でござ

います。 

 

次に、「わかやま防災力パワーアップ事業」として、市

町村における防災体制や対策の充実・強化を図るため、避

難路の整備や避難所における資機材の整備などの防災・減

災対策に総合的な支援を行いました。 

この事業に係る決算額は、１億３，６７０万４千円でござ

います。 

 

次に 15 ページをお開き願います。 

災害対策課では、 

「防災訓練の実施事業」として、令和６年 10 月 16 日に和

歌山県総合防災訓練を、同年 11 月５日を中心に「世界津波

の日」地震・津波避難訓練を実施するなど、応急対策等に

係る実践的な訓練を実施しました。 

この事業に係る決算額は、４５６万９千円でございます。 

 

次に、「防災ヘリコプター運営事業」として、防災ヘリ

コプター「きしゅう」を運航し、県防災航空隊による緊急

運航要請への迅速な対応を行いました。令和６年度の運航

実績は２１６回で、内訳は、救急や遭難・救助などの緊急

要請による運航が５１回、訓練等による運航が１６５回と

なっています。 
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この事業に係る決算額は、３億７，０１６万２千円でござ

います。 

 

以上で、令和６年度の危機管理部からの概要説明を終わ

らせていただきます。 

 何卒、御審議の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

 


	危機管理部

